
富士市立そびな寮及び富士市立あおぞら寮指定管理者候補者の審査結果について 

 

富士市立そびな寮及び富士市立あおぞら寮の設置目的を十分に理解し、公正かつ適正で、より

効果的・効率的に管理運営を行うことができる指定管理者について、審査項目に基づき厳正に審

査した結果、次のとおり候補者を選定しました。 

 

１ 施設の概要 
 

施 設 の 名 称 富士市立そびな寮 

設 置 目 的 

障害者に対し生活の場を提供し、地域社会での自立生活を助長するた

め、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第５条

第１７項に規定する共同生活援助を行う。 

所 在 地 富士市大淵２０７５番地の３ 

建 物 構 造 

本館 鉄筋コンクリート３階建て 

ガスボンベ保管庫 平屋１棟 

貯水槽 １基 

面 積 
本館 ６５３．６㎡ 

ガスボンベ保管庫 １５㎡  

定 員 ２０人 

施 設 内 容 
事務室、面接室、居室、食堂、調理室、浴室（２室）、洗面洗濯室（３室）、 

トイレ（３か所） 

竣 工 年 月 日 昭和４９年１月３１日 

  

施 設 の 名 称 富士市立あおぞら寮 

設 置 目 的 

障害者に対し生活の場を提供し、地域社会での自立生活を助長するた

め、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第５条

第１７項に規定する共同生活援助を行う。 

所 在 地 富士市大淵２１０６番地の７ 

建 物 構 造 木造平屋建て ２棟 

面 積 １５６㎡×２棟  ＝３１２㎡ 

定 員 １０人 

施 設 内 容 居室、食堂、浴室、洗面洗濯室、トイレ、世話人の休憩室 

竣 工 年 月 日 平成１６年４月１日 

 

２ 指定管理者候補者の選定方法 

  指定管理者となる団体の妥当性を判断するため、外部有識者等からなる「富士市福祉保健施

設指定管理者選定評価委員会」を開催し、同委員会において、書類審査及び面接審査（プレゼン

テーション及びヒアリング形式による質疑応答）により、総合的に評価・選定を行いました。 

 

 



３ 指定管理者選定評価委員会による審査 

委員会の開催 
第１回選定評価委員会 令和６年１０月２５日（金） 

第２回選定評価委員会 令和６年１１月２７日（水） 

委 員 構 成 

委員長 秋山 喜英（元市職） 

委 員 佐藤 順仁（（特非）富士市手をつなぐ育成会 理事） 

委 員 伊藤 正仁（静岡県富士保健所長） 

委 員 畔村 勇次（公認会計士） 

委 員 勝亦 卓 （スルガ銀行富士吉原支店長） 

候 補 者 社会福祉法人誠信会 

選定に当たって

重視する事項 

障害者に対し生活の場を提供し、日常生活を支援するとともに、地域社

会での自立生活を助長するという施設の設置目的を十分に理解し、公正か

つ適正な管理運営を効果的、効率的に行うことができること。 

指定管理期間が終了となる令和 10 年３月末までに、利用者の移行を全

て完了すること。 

指定管理者に 

求めるレベル 

・障害者に生活の場を提供し、地域社会での自立生活を助長する共同生活

援助事業所の指定管理者としてふさわしい運営方針と意欲を持ってい

ること。 

・利用者の障害特性や心身の状況に合わせた支援による日常生活と社会生

活の充実及び必要な能力の向上を実現する業務計画及びサービス向上

策を持っていること。 

・施設の適切な衛生管理、維持及び保守並びに利用者の安全管理のための

施策を持っていること。 

・３年間にわたる段階的な利用者移行を見込んだ事業運営のための収支計

画を持っていること。 

・適切なサービスの提供及び利用者の安全確保のための組織、人員体制及

び緊急時の対応策を持っていること。 

・利用者の負担に配慮したスムーズな移行を進めるための具体的な対応

策、関係機関との連携方法及び移行後の利用者に対する支援策を持って

いること。 

審 査 項 目 

及 び 配 点 

上記「重視する事項」及び「指定管理者に求めるレベル」の充足度を総

合的に評価するため、以下のとおり審査項目及び配点を設定しました。 

大項目 審査項目 配点 

指定管理に係る

基本方針 

（配点 １０点） 

施設の管理運営に当たっての基本的な

考え方 
５ 

施設の特性や課題を踏まえた指定管理

の取組方針 
５ 

運営管理業務に

関すること 

（配点 ２０点） 

仕様書に基づく具体的な業務計画 １０ 

利用者サービスの向上策 １０ 



維持管理業務に

関すること 

（配点 １０点） 

施設の衛生管理の実施方法 ５ 

施設の維持修繕、保守点検の実施方法 ５ 

収支に関するこ

と 

（配点 １５点） 

収支予算書 １０ 

利用料金 ５ 

業務の実施体制

に関すること 

（配点 １５点） 

適切な管理運営のための組織体系及び

人員体制 
１０ 

緊急時の対応策 ５ 

利用者の移行に

関すること 

（配点 ３０点） 

利用者の移行の進め方 １０ 

利用者の移行に係る関係機関との連携 １０ 

移行後の利用者に対する支援の継続 １０ 

合  計 １００ 

  

     

審 査 結 果 

１ 項目ごとの評価 

項目ごとに評価点を設定し、採点を行いました。 

指定管理者候補者に選定された事業者に対する評価の概要は次のと

おりです。 

⑴ 指定管理に係る基本方針について   （１０点中 ９．５点） 

利用者の意向、適性、障害の特性その他の事情を踏まえた個別支援計

画に基づき利用者に対して指定共同生活援助を提供すること、利用者

の意思及び人格を尊重し、質の高い支援を提供するため正規の有資格

者を配置する等、必要な体制の整備を行うこと、利用者主体の生活が

できるように調整、相談、支援を行うなど、共同生活援助事業所の管

理運営を付託するのにふさわしい考え方が示されており、高い評価を

受けました。 

⑵ 運営管理業務に関することについて  （２０点中 １７．５点） 

・個別支援計画に基づき利用者主体を基本とした支援を行うこと、家族

や日中活動先との連絡調整を行い利用者を支援することなど、仕様書

に基づく具体的な業務計画が示されており、高い評価を受けました。 

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づ 

く人員配置基準を上回る数の職員を配置し、朝夕食の提供及び利用者

からの相談対応等をきめ細やかに行うこと、そびな寮職員があおぞら



寮利用者の相談対応・通院同行等を行うこと、利用者自治会で企画・

決定した行事の実施や地域の一員として地区行事へ参加するなど、利

用者主体の質の高いサービス提供に向けた方策が積極的に示されてお

り、高い評価を受けました。 

⑶ 維持管理業務に関することについて     （１０点中 ８点） 

利用者の居住場所である施設を最適な状態に保つため、清掃業務は職

員のサポートの下、利用者も当番制で実施すること、軽微な補修・修

繕は職員が対応し専門的な修繕等は業者に依頼して実施すること、消

防用設備や給排水衛生設備などに対して施設の機能を適切に維持す

るための維持修繕及び保守点検の手段が示されており、高い評価を受

けました。 

⑷ 収支に関することついて       （１５点中 １３．５点） 

３年間にわたる段階的な利用者移行を見込み、訓練等給付費、利用者

徴収金等の収入及び人件費、一般管理費、需要費等の支出を適切に計

上し、施設の運営管理及び維持管理に必要十分な予算が年度ごとに確

保されており、高い評価を受けました。 

 

⑸ 業務の実施体制に関することについて （１５点中 １３．２５点） 

施設管理者、サービス管理責任者、一般職員（支援員、世話人等）を

適切に配置すること、社会福祉士及び介護福祉士、社会福祉主事任用

資格所持者を複数人配置することなど、業務の実施体制や利用者の安

全を確保するための緊急時の対応策等が適切に示されており、高い評

価を受けました。 

⑹ 利用者の移行に関することについて    （３０点中 ２５点） 

移行が円滑に進むように年度毎の目標人数を設定し、利用者等への説

明や意向確認、また移行先検討での体験利用を複数回実施すること、

関係機関との協議体の設置・連携及び連絡協議会等での施設の空き状

況や利用者の情報共有を図るなど、十分な支援体制で臨むことが示さ

れているほか、移行後の支援については利用者が安定した生活が送れ

るようになるまでの支援策が具体的であり、利用者移行を実現する意

志を強く感じたなど、高い評価を受けました。 

２ 最終的な審査結果 

合計得点が評価基準点（６０点）を上回り、指定管理者候補者として

の適格性を有すると認められたため、指定管理者候補者として決定しま

した。 

評 価 点      ８６．７５点 

 


